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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

熊
と
の
遭
遇
を
避
け
る

た
め
に

　

毎
年
、
友
達
と
キ
ノ
コ
採
り
に
行
く

の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
を
見
る

と
、
今
年
は
熊
の
目
撃
情
報
が
と
て
も

多
く
て
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
熊
と
の

遭
遇
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

熊
の
生
息
地
に
立
ち
入
る
と
き
は

音
を
鳴
ら
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

熊
は
警
戒
心
の
強
い
動
物
で
す
。
鈴

や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
え
て
、
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
行
動
し
、

人
の
存
在
や
接
近
を
熊
に
知
ら
せ
る
こ

と
で
、
不
意
の
遭
遇
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
は
い
え
、
山

は
熊
の
生
息
地
で
す
。
新
し
い
ふ
ん
や

足
跡
を
見
付
け
た
ら
、
熊
が
近
く
に
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
速
や
か
に
立

ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
没
情
報

が
あ
っ
た
場
所
に
は
な
る
べ
く
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
出

QＡ

た

　庄内刺し子との出会いは約10年前。元々針仕事
が好きだったので、刺し子の技法はすぐになじみま
した。教わった先生はバッグやポーチ等の女性が使
うものを作っていたので、私は男性も使いやすいス
トラップ、キーホルダーなどを作っています。
　綿布は麻布と比べ目が詰まっていて、針を刺す位
置が繊維一本分ずれるだけで、出来上がりの雰囲気
が変わります。刺し手によって柄の仕上がりに個性
の出るところが、庄内刺し子の特徴の一つだと思い
ます。普段は別の仕事があるので、刺し子に取り組
むのは生活の合間のちょっとした時間。手が空いた
ときにいつでもできるよう、常に針と糸を持ち歩い

ています。たとえ忙しくても、刺し子をするときは
心穏やかに「めっこいの～」と一針一針刺していく
ことがこつですね。会心の出来のものは、思わず枕
元に置いて眠ることもありますが、そういった作品
ほど早く人の手に渡っていきます。
　庄内刺し子は庄内地方の女性が生活の中で脈々と
受け継いできた文化ですが、全国的な知名度は高い
とは言えません。庄内刺し子をできる限り多くの人
に知ってもらおうと、青森から関西方面まで、全国
のイベントへ出展し紹介しています。自分の作品に
触れた人が、庄内刺し子を通し鶴岡に興味を持って
くれればいいなと思っています。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

針で布の大地を耕し 小
お の で ら

野寺  勇
ゆういち

一 さん（鶴岡）
　刺し子とは、麻・綿布に幾何学模様を刺しゅうする手芸技法で、
津軽地方の「こぎん刺し」、南部地方の「菱刺し」、庄内地方の「庄
内刺し子」などがあります。東北の刺し子の多くは麻布ですが、庄
内刺し子は北前船の影響もあり綿布を使うのが特徴です。
　女性の手仕事として受け継がれてきた庄内刺し子。小野寺さんは
数少ない男性の庄内刺し子作家で、「刺し勇」の名で活動しています。

刺し子の花を咲かせる
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没
情
報
は
市
HP
「
緊
急
情
報
」
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬

眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に

行
動
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
早
朝
ま
で
は
、

特
に
活
発
な
た
め
、
遭
遇
の
可
能
性
が

高
く
な
る
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
遭
遇
し
た
場
合
は
、
背

中
を
見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ

り
し
な
が
ら
熊
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。

熊
を
驚
か
せ
な
い
よ

う
、
大
声
を
出
し
た

り
、
走
っ
て
逃
げ
た

り
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
山
だ
け
で
な
く
人
里
近
く

で
も
熊
の
出
没
が
多
数
確
認
さ
れ
、
食

害
等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
熊
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
人
里
に

近
づ
か
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
餌

と
な
る
未
収
穫
の
野
菜
や
果
物
等
は
、

残
さ
ず
に
回
収
し
適
切
に
処
理
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
生
ご
み
も
餌
に
な
り
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
と
場
所
に
出
す

よ
う
に
し
、
畑
に
放
置
し
た
り
、
屋
外

に
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
近
く
の
交

番
・
駐
在
所
（
警
察
署
）、
本
所
農
政

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
詳
し

い
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
農
政
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

今月の各種相談窓口開設日　９/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 20日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 29日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　９/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場

９．10○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃 13：30 ～16：00 　　　　〃

20○火 ９：00 ～11：00 東北電力㈱鶴岡営業所


